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研究成果の概要（和文）：本研究は、安全保障、軍・民関係、言語邂逅の視点から終戦後の日本における占領の
展開および統治制度の変革について検討した。戦後体制の形成に関して、安全保障の視点を用いて、統治枠組み
や政府間コミュニケーションの関連で理論化および比較研究を試みた。考察の結果、次の知見を得た。（1）軍
事占領という特異な社会状態において、人々の移動、感染症の蔓延、選挙活動など日常的・地域的な次元が安全
保障化され、治安の維持や体制の変革に影響を及ぼしうる。（2）重複する統治機構や占領・被占領組織間の連
絡体制や交渉は、文化的・エスニシティ的な背景が異なるゆえ、意図しない誤解やコミュニケーション障害の発
端となりうる。

研究成果の概要（英文）：This study examined the unfolding of the occupation and the transformation 
of the governing system in postwar Japan from the perspective of security, military-civilian 
relations, and language encounters. We theorized and conducted comparative research on the formation
 of the postwar system in relation to governance and intergovernmental communication from a 
security-based viewpoint. As a result, the following findings were obtained. (1) Under the unique 
social conditions of a military occupation, everyday and local dimensions of social life such as 
movement of people, spread of infectious diseases, and electoral activities can be securitized and 
influence the moves for preservation of peace and regime transformation. (2) Communication systems 
and negotiations between overlapping governance structures and occupying and occupied institutions 
have different cultural and ethnic backgrounds, which can be a source of unintended 
misunderstandings and information exchange shortages.

研究分野：政治学

キーワード： 安全保障　占領　戦争　日本政治史　国際関係史　紛争　政治学　軍民関係
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研究成果の学術的意義や社会的意義
終戦後の占領体制の形成および統治制度の変革への安全保障、軍・民関係、言語邂逅からの取り組みは、これま
での日本の占領史研究の中で資料は少なく、十分に検討されてこなかったテーマである。これらの課題を解明す
ることにより占領期の軍事・政治過程に理解を深め、また戦後の統治構造のプロセス的な背景について考察した
ことに学術的な意義がある。また、地方の動向を取り上げたこと、国際会議での報告や論文発表、書籍の刊行を
通じて研究成果の公表、アウトリーチ活動につとめたことに社会的な意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本の政治学研究は近年、移民史・越境史・アイデンティティ文化史など、新領域からの挑戦
を受けてきた。これらの課題は、従来から指摘された戦後の統治制度の疲弊と限界を浮き彫りに
してきた。「戦後体制からの脱却」として行政機構の改革、人事制度、選挙制度、地方制度等、
憲法を頂点とする終戦後に形成された現行の統治制度の変革がこの流れの一環として捉えるこ
とができる。特に、越境や境界に着目した研究が活況を呈しており、戦時戦後史において新しい
研究潮流を形成している。これらは、伝統的な安全保障を社会・文化的な側面から取り直すこと
を可能にし、また統治制度改革を社会の流動性という側面から考え直すことを可能にしてきた。
本研究はこれらの動向を踏まえて考察を進めた。具体的に、従来の研究では、占領期の民政的な
側面が重要視され、焦点は民主化改革に終始してきた。他方、歴史学では、一国史的な枠組みに
よって近代日本を把握することの困難さと、「日本」及び「日本人」の歴史的経験の多様性に目
を向ける必要性が指摘されるようになった。しかし、このような指摘にもかかわらず、戦後日本
史はほぼ、日本政府に限定した一国史的な捉え方が依然根強く浸透してきたといえる。日本の占
領は日本政府を経由した間接占領であったがために、戦後の歴史研究では民主化改革など民政
的側面が大きく注目された。本研究は先行研究の成果を踏まえ、沖縄をフィールドとした研究か
ら得られた占領の安全保障および軍・民関係に関する知見を、日本占領期の枠組みを捉えなおし
ながら、より広い視野で制度改革および政府間関係を検討し、さらに国際比較の視点を取り入れ
ることとした。 
 
２．研究の目的 
以上の背景に照らして、本研究の目的は、課題名で示したように、安全保障、軍・民関係、言
語邂逅の視点から終戦後の日本における占領の展開および統治制度改革を検討することだった。
そのため、日本における戦後体制の形成について、主に安全保障の観点から新たな視座を提供し、
軍・民関係の枠組みで理論化および比較研究を試み、国内外の政治学関連学会および刊行物で発
表することを研究の目標に掲げた。 
より詳細に、本研究目標を以下の三つのテーマに分けてまとめることができる。 
（１）第一に、戦時戦後の社会的流動性と占領軍の安全保障観についての研究である。これまで
の引揚げ・復員研究の中では、終戦に伴う人の移動が、日本政府及び連合国占領当局の一貫した
管理体制の下に行われたことを前提としており、満州及びシベリア、さらに東南アジアからの引
揚げが中心に取り上げられてきた。この研究成果を踏まえた上で、本研究では、日本国内での帰
還及び送還政策、移動人口の過剰な集中と混乱、通信・交通・収容のインフラ、密航や闇市場、
公職追放による社会的混乱に注目して明らかにし、さらに、行政及び市場の規範に基づいた権力
の在り方、占領管理と占領軍の軍事的な展開および社会的混乱を防ぐための対策について解明
することだった。 
（２）第二に、占領行政における軍・民関係と統治制度の変革についての研究である。日本占領
に関する研究では、占領軍総司令部の深いかかわりで作成された憲法改革を、法学史の視点から
戦前と戦後の継続性あるいは断絶性という枠組みで分析する研究が多い。これに対して本研究
では占領軍の行政的構造、日本政府との多層的な情報交換、日本の官僚による「抵抗」、地方へ
の占領軍の展開とそのインパクト、地域での占領軍の浸透、交渉および軍・民関係に注目し調査
を進めることだった。特に、民政局や憲法改正のみならず、南西諸島などの地域の在り方や治安
制度・地方制度を含めた統治制度の変革と、占領軍の軍事的組織との関連性および軍・民関係の
枠組みで、安全保障的な側面を交えて解明することを目指した。 
（３）第三に、占領行政における多層的な言語空間および情報非対称性から生じる問題の研究で
ある。社会科学全般では「言語的転回」に注目が集まる中、本研究では戦後初期の日本における
統治の言語的関連性について検討を深めることだった。例えば、占領軍には大陸の法・政治制度
に精通している専門家は少なかったことが知られている。そのため英米の政治行政的な経験を
日本の政治制度にそのまま当てはめられ，主要な政治改革が実施された。政治文化論に即せば，
行政取引において二つの異なる文化を持つ集団が日本の政治体制の変革に携わっていたのであ
る。占領者と被占領者では、民主主義に対する認識が異なり、また両者の間の文化的軋轢は、制
度変革や政策に影響を与えた。今日に至る日本の行政機構の形態と特徴は、占領者・被占領者と
いう二元的な構造を越えて、より多層的な政府間コミュニケーションの不足と障害に端を発す
る側面があるといえる。そのため本研究の目標は、政府間コミュニケーションの言語学・記号学
的な知見を活用し、政治学と言語学の新しい取り組みについて、具体的な歴史枠組みにおいて検
討することだった。 
 
３．研究の方法 
本研究は歴史学的な手法に依拠したため、研究方法は主に二次文献調査、一次資料調査、現地
調査およびインタビュー調査から成り立っていた。 
（１）第一に、二次文献の調査である。本研究は文献調査を中心にしたため、研究目的に適して
いる資料を網羅的に調査し収集することが重要だった。中では、現代の学術書籍を確認しながら、



おもに戦前戦後に出版された文献を、中古書、電子書籍、あるいは地域図書館において所蔵文献
など、さまざまな媒体の資料を収集し、分析研究に活用した。また、本研究を進めている途中で
新型コロナウィルス感染症の世界的な流行が発生したため、国内外のフィールド調査を十分に
実施できなかったこともあり、より綿密な出版物調査を進めることのきっかけとなった。 
（２）第二に、一次資料の調査である。本研究において、関連する一次資料は重要な役割を果た
すことであり、これまでの研究で蓄積した資料や、新たに調査した資料を収集しその分析に努め
た。本研究課題である戦後の社会的流動性、安全保障観の転換、軍民関係、統治制度の変革およ
び占領・被占領機構間コミュニケーションの実態を把握するには占領軍の資料が欠かせない。一
部はこれまでの本調査者や関連研究者の収集活動により収集済みだったため分析に活用した。
占領軍の多くの資料は日本国立国会図書館の憲政資料室により長年にわたって収集・公開され
てきたため、国内に所蔵される資料を定期的に国会図書館で調査した。さらに、マイクロフィル
ムで保存されている資料もあり、選択的に購入を進め分析した。他方、本研究課題における個別
の政策に関して新たな調査が必要であり多くの資料は米国国立公文書館においてのみ残ってい
る。研究を効果的に追求するには米国における調査を実施することが不可欠であった。あいにく、
2020 年度に予定していた調査を、新型コロナウィルス感染症のため 2021・22 年度にも実施でき
ず、結果的に米国立公文書館での資料調査を見送ることとなった。しかし、米国への渡航規制が
緩和したこともあり、2023 年 3 月にノーフォーク市立マッカーサー記念資料館での調査を実現
し、必要な資料の一部を補填できた。 
（３）第三の方法は現地調査及びインタビューである。施行された政策の多くは印刷物で確認で
き、また準備資料や政策形成過程は公文書から解明できる場合がある。しかし、書面の記録から
時代の背景や人間関係などは窺いにくい。そのため、本研究者は現地調査や聞き取り調査を実施
した。2018～19 年度にかけて 2 度にわたり沖縄での現地調査を行い 2 名への聞き取りを実現で
きた。以降、新型コロナウイルス感染症のため対面での聞き取り調査や現地調査を断念し、文献
調査で補うこととした。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は、以下の 6つにまとめられる。 
（１）第一に、安全保障の問題に占領管理の側面から注目し、特に軍事占領に伴う諸問題を安全
保障の枠組みから分析した。その結果、戦後日本における連合国軍占領の展開と戦争終結に伴う
人の移動、戦後改革の進展とそれに引き起こされた困難と混乱に着目した。また、日本占領を国
際的な枠組みで検討することもできた。（図書 3, 論文 2,5,6,11,14, 学会発表 3,6,8,10） 
 
（２）第二に、軍事占領における軍・民間系および統治制度の変革について、占領軍の行政的構
造、現地政府との多層的な連絡体制、地域における占領組織の浸透、軍・民間系および交渉に着
目した。また占領体制のよりアジア・太平洋地域における、より広範囲な展開にも目配りをして
いる。（図書 6, 論文 4,8,10,12, 学会発表 7） 
 
（３）第三に、占領政策という特異な統治枠組みにおいて、政府間コミュニケーションについて、
またより広く捉えて、二つの言語・文化やエスニシティを持つ集団による統治プロセスにおける
連携や軋轢について検討した。この課題でも、他の占領および準占領統治体制を含めてより広い
見地から考察した。（図書 1, 論文 3,7,13, 学会発表 5） 
 
（４）第四に、他の事例を用いて、占領的あるいは準占領的な体制をはじめ、治安・保健・原子
力および核兵器に関する政策や制度的な取り組みを比較して考察した。例えば、近年におけるイ
ラク、アフガニスタン、パレスチナなどの事例を用いて、占領体制の比較を行い、またほかには、
南アフリカにおける官民関係と核兵器の開発、近代国家におけるエスニシティ集団間の関係と
行政統治の困難について検討した。（図書 5, 論文 1,7,9,13, 学会発表 2,4,9,10） 
 
（５）第五に、個別に行った研究を一定程度総括し、理論的な枠組みを考察した。例えば図書 2
のように現代社会における安全保障と安心科学の関係性について、リスク論の側面から再検討
を試みた。また、図書 4のように、近現代のエスニシティ政治に関する諸問題において特に占領
政策に着目して考察した。（図書 2,4, 論文 3,6, 学会発表 1） 
 
（６）最後に、以上の学術論文および書籍、報告の公表以外に、研究者組織の構築に貢献した。
世界国際政治学会（IPSA）において、安全保障、紛争の分析に特化した研究委員会の執行委員及
び委員長として、世界規模で本研究に関連する課題に関わる研究者間のネットワークを形成し
た。その成果の一つとして、2021 年にオンラインで開催した研究集会が挙げられる。（国際研究
集会 1） 
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